
新
し
い
教
育
推
進
の
方
向
と
基
本
的
方
針

通
学
区
域
の
適
正
化
に
か
か
る
実
施
方
針

新
津
市
の
教
育
は
、
今
二
つ
の

大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
。一

つ
目
に
は
、
情
報
化
や
少
子

化
、
地
域
的
つ
な
が
り
の
希
薄
化

と
い
っ
た
社
会
的
影
響
を
受
け

て
、
子
ど
も
本
来
の
姿
が
大
き
く

変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
す
。

少
子
化
や
核
家
族
化
の
中
で
育
っ

た
世
代
が
親
の
年
代
に
入
り
、
さ

ら
に
子
育
て
の
不
安
が
加
速
さ

れ
、
次
の
世
代
に
対
す
る
教
育
の

問
題
は
重
大
な
岐
路
に
立
た
さ
れ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
全
体
で
親
子
の
「
学
び
」

や
「
育
ち
」
を
支
え
る
環
境
が
崩

れ
て
い
る
状
況
に
目
を
向
け
、
社

会
の
中
で
生
き
る
力
を
培
う
環
境

を
ど
う
作
り
上
げ
る
か
、
新
し
い

教
育
の
視
点
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

二
つ
目
に
は
、
市
立
学
校
全
体

で
少
子
化
が
進
む
一
方
で
、
市
内

の
一
部
で
は
宅
地
開
発
に
よ
り
児

童
生
徒
数
が
著
し
く
増
加
す
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
平

成
十
五
年
五
月
に
設
置
さ
れ
た
新

津
市
立
小
・
中
学
校
通
学
区
域
等

審
議
会
に
お
い
て
審
議
を
重
ね
、

平
成
十
六
年
三
月
に
は
意
見
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
意
見
書

に
つ
い
て
は
、
広
く
市
民
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
ど
う
対
応
す

べ
き
か
の
方
策
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。

新
津
市
で
は
、
新
し
い
教
育
推
進
の
方
向
と
、
こ
れ
に
か

か
る
基
本
的
方
針
お
よ
び
通
学
区
域
の
適
正
化
に
か
か
る
実

施
方
針（
平
成
十
七
年
度
か
ら
二
十
一
年
度
ま
で
の
五
年
間
）

を
定
め
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

学
校
と
家
庭
・
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
明
確
に
も
っ
て
子
ど
も
た
ち

と
向
き
合
っ
て
い
く
教
育
環
境
と
体

制
づ
く
り
を
推
進
し
、
地
域
が
運
営

す
る
、
ま
た
は
関
わ
る
教
育
に
よ
り

社
会
力（
社
会
に
関
わ
り
社
会
を
つ
く

っ
て
い
く
力
）が
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
。

■
留
意
点

①
地
域
社
会
全
体
に
よ
る
家
庭
教
育

支
援
と
地
域
教
育
支
援
の
推
進

家
庭
教
育
力
の
低
下
は
、
個
々
の

親
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
職
場
や

仕
事
の
風
潮
が
広
が
り
、
子
育
て
に

つ
い
て
の
精
神
的
・
時
間
的
な
ゆ
と

り
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と

が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
こ
の
サ
ポ
ー

ト
の
一
つ
と
し
て
、
個
々
の
親
を
対

象
に
し
た
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習

の
場
づ
く
り
を
推
進
す
る
一
方
、
地

域
の
中
に
日
常
の
子
育
て
を
支
援
す

る
人
材
・
組
織
環
境
・
地
域
教
育
力

の
醸
成
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

②
地
域
に
お
け
る
学
び（
生
活
学
習
・

社
会
体
験
学
習
）の
実
践

人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
の

意
味
を
日
常
の
社
会
生
活
の
中
か
ら

学
ぶ
こ
と
に
意
識
を
向
け
る
実
践
活

動
を
進
め
る
。

地
域
住
民
が
子
ど
も
の
学
び
の
場

所
や
活
動
の
意
義
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
共

有
し
、（
地
域
教
育
と
し
て
）
運
営
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。（
略
）

こ
う
し
た
事
業
を
活
用
し
て
、
地

域
に
根
ざ
す
地
域
教
育
・
活
動
拠
点

の
構
築
を
目
指
す
も
の
と
す
る
。

○
地
域
の
大
人
た
ち
の
力
を
結
集

し
て
、
学
校
等
を
活
用
し
て
親
子

の
ふ
れ
あ
い
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
、
体
験
学
習
、
地
域
住
民
と

の
交
流
活
動
を
行
う
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

③
学
校
と
地
域
・
家
庭
の
教
育
連
携

地
域
・
家
庭（
大
人
や
親
）は
、
学

校
に
お
け
る
「
基
本
教
育
」
を
さ
ら

に
地
域
・
家
庭
に
お
け
る
「
発
展
教

育
」
と
し
て
実
践
す
る
こ
と
（
喜
び

を
み
つ
け
る
こ
と
）
を
位
置
づ
け
る

た
め
、
学
校
を
中
心
に
し
て
ソ
フ
ト

上
の
体
制
づ
く
り
と
地
域
教
育
の
拠

点
づ
く
り
を
進
め
る
。

例
と
し
て
、「
総
合
的
学
習
な
ど

を
発
展
さ
せ
た
社
会
体
験
（
実
践
）

か
ら
地
域
評
価
を
得
る
こ
と
を
体
系

化
す
る
」「
地
域
の
人
た
ち
か
ら
な

る
児
童
指
導
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
ス

タ
ッ
フ
会
議
を
開
催
し
、
指
導
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
企
画
や
学
校
・
地
域
を
結

ぶ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
な
ど

を
進
め
て
い
く
こ
と
」
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

新
し
い
教
育
推
進
の
方
向
と
基
本
的
方
針

通
学
区
域
の
適
正
化
に
か
か
る
実
施
方
針

基
本
方
針
な
ど
の
視
点

新
し
い
教
育
の
方
向

社
会
性
と
子
ど
も
の
成
長
期
に
お
け
る
教
育
（
学
校

と
地
域
・
家
庭
の
関
係
）に
つ
い
て

蘯

認
定
審
査
会
の
廃
止
な
ど
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

条
例
の
制
定
・
改
正

合
併
に
よ
っ
て
制
度
が
新
潟
市
に

統
一
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
新

津
市
奨
学
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
制
定
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
戸
籍
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
化
に
伴
っ
て
、
新
津
市
手
数
料

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

合
併
協
議
会
の

廃
止
な
ど
を
審
議

新
潟
市
と
新
津
市
の
合
併
協
議

や
手
続
き
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
新
潟
市
・
新
津
市
合
併
協
議

会
の
廃
止
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
な
ど
に
伴

っ
て
、
新
津
地
域
土
地
開
発
公
社

の
解
散
や
、
新
潟
地
域
広
域
市
町

村
圏
協
議
会
か
ら
の
脱
退
、
新
津

市
小
須
戸
町
横
越
町
亀
田
町
介
護

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
新
た
に
市
道
と
し
て

九
十
一
路
線
（
総
延
長
三
万
五
千
百

四
十
八
・
七
五
誡
）
が
認
定
さ
れ
、
二

十
一
路
線
の
廃
止
と
三
十
七
路
線
の

変
更
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
・
発
議
を
審
議

今
回
の
議
会
で
審
議
さ
れ
た
請

願
・
発
議
は
、
す
べ
て
採
択
・
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

●
請
願
（
採
択
）

・
W
T
O
・
F
T
A
交
渉
に
関
す
る

請
願
書

●
発
議
（
原
案
可
決
）

・
W
T
O
・
F
T
A
交
渉
に
関
す
る

意
見
書

市
議
会
十
二
月
定
例
会
が
、十
二
月

八
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
十
五
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、一
般
会
計
や
特

別
会
計
な
ど
予
算
の
補
正
の
ほ
か
、市

町
村
合
併
に
伴
う
組
織
や
条
例
の
改
廃

な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

平 成 1 6 年 度 一 般 会 計 と
特 別 会 計 な ど の 予 算 を 補 正

平成16年度予算について、一般会計予算のほか、

各特別会計および水道事業会計予算の補正が認めら

れました。

■一般会計…11億1687万7000円を追加し、総額238億

7450万7000円に。

□老人保健特別会計…2億円を追加し、総額72億2000

万円に。

□下水道事業特別会計…2951万9000円を追加し、総額

57億1563万1000円に。

□国民健康保険特別会計…2570万9000円を減額し、総

額49億6429万1000円に。

□介護保険特別会計…2億7798万8000円を追加し、総

額41億1643万3000円に。

○水道事業会計

・収益的支出…536万9000円を減額し、総額13億7968

万4000円に。

・資本的支出…2644万3000円を追加し、総額16億

2254万5000円に。

合
併
関
連
の
議
案
を
審
議

・
北
方
領
土
返
還
要
求
に
関
す
る
決

議

中
村
助
役
を
再
任

助
役
に
中
村
博
さ
ん
（
秋
葉
1
、

66
歳
）
を
選
任
す
る
こ
と
が
、
市
議

会
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
中
村
さ
ん

は
二
期
目
と
な
り
ま
す
。

新潟市議会では、議会の活動状況を市民の皆さんに
お知らせするため、「にいがた市議会だより」を年4
回発行しています。
●3月21日の合併以降、各世帯へ新聞折り込みでお届
けしますが、新聞未購読世帯へは申し出により郵送し
ます。
●目の不自由な方には、申し出により、にいがた市議
会だより「点字版」か、記事の内容をカセットテープ
に録音した「声のたより」を郵送します。
■申込み 新潟市議会事務局（蕕025ー228ー1000）
へ。
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